
　　

我
が
母
校
は
、
平
成
六
年
に
福
岡
県
立
田

川
東
高
等
学
校
か
ら
福
岡
県
立
東
鷹
高
等
学

校
と
校
名
が
変
わ
り
、
場
所
も
慣
れ
親
し
ん

だ
番
田
の
地
か
ら
白
鳥
工
業
団
地
に
移
転

し
、
当
初
は
卒
業
生
と
し
て
、
戸
惑
い
と
と

も
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
ど
も
が
通
学
す
る
頃
は
部
活
動
も
満

足
に
で
き
な
い
狭
隘
な
校
地
（
特
に
グ
ラ
ン

ド
）
で
、
不
便
を
囲
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
部
活
動
に
十
分
な
広
大
な
敷
地
を
も

ち
、
学
習
面
で
も
画
期
的
な
近
代
的
施
設
・

設
備
の
整
っ
た
新
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

こ
と
を
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
昨
秋
に
は
、
全
日
制
県
営
移
管

八
十
周
年
・
定
時
制
本
校
移
管
五
十
周
年
の

祝
賀
を
迎
え
、
母
校
は
着
実
に
発
展
し
て
い

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
と
し
て
、

今
後
益
々
の
母
校
の
発
展
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

 
 

さ
て
、
北
九
州
支
部
は
、
昭
和
六
十
二
年

に
坂
井
友
浩
さ
ん
（
初
代
会
長
、
Ｓ
二
十
八

年
卒
）
、
田
中
二
郎
さ
ん
（
副
会
長
、
Ｓ
二
十

八
年
卒
）
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
北
九
州
市

近
郊
に
在
住
す
る
者
が
参
集
し
、
発
足
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
年
に
第
二
回

総
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
本
部

の
要
請
が
強
ま
り
、
支
部
会
則
を
制
定
し
、

役
員
組
織
を
整
え
、
平
成
八
年
の
第
三
回
総

会
か
ら
東
鷹
同
窓
会
北
九
州
支
部
と
し
て
活

動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
以
後
三
年
ご
と
に
支

部
総
会
を
開
催
、
平
成
十
八
年
一
月
の
総
会

で
六
回
を
数
え
ま
す
。
当
初
は
（
今
で
も
？
）

女
学
校
卒
業
の
方
々
が
ま
だ
ま
だ
お
元
気

で
、
本
当
に
多
く
の
女
学
校
生
（
？
）
が
お

集
ま
り
に
な
り
、
新
制
高
校
卒
の
我
々
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
一
つ
と
つ
て
も

私
た
ち
は
現
在
の
校
歌
を
歌
う
わ
け
で
す

が
、
そ
の
直
後
に
女
学
校
卒
の
方
々
が
前
に

集
ま
り
、
声
高
ら
か
に
女
学
校
の
校
歌
を
斉

唱
し
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
今
で
も
女
学
校
卒
の
方
々

に
は
ト
ラ
ウ
マ
の
如
く
絶
大
な
る
敬
意
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
九
州
支
部
と
し
て
ご
案
内
を
差

し
上
げ
て
い
る
エ
リ
ア
は
北
九
州
市
、
鞍
手

郡
、
遠
賀
郡
、
中
間
市
、
京
都
郡
、
行
橋
市
、

築
上
郡
、
豊
前
市
、
大
分
県
中
津
市
と
田
川

郡
の
一
部
で
、
会
員
数
は
一
二
〇
〇
名
に
及

び
ま
す
。
本
部
か
ら
、
支
部
エ
リ
ア
の
拡
大
、

本
部
総
会
の
谷
間
で
の
隔
年
開
催
の
要
請
が

き
て
い
ま
す
が
、
北
九
州
支
部
と
し
て
の
力

量
も
あ
り
ま
す
の
で
今
後
の
支
部
役
員
会
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
部
の
要

請
は
要
請
と
し
て
、
北
九
州
支
部
と
し
て
の

無
理
の
な
い
形
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
七
回
支
部
総
会
は
、
現
支
部
会
則
に
従

い
、
平
成
二
十
一
年
二
月
第
三
日
曜
日
、
ホ

テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉
（
旧
東
京
第
一

ホ
テ
ル
小
倉
）
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
１
年
少
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
期
が
来
る
と
事
務
局
は
案
内
状
発
送
、
開

催
準
備
等
で
奔
走
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
務
局
並
び
に
役
員
会
と
し
て
は
、
創
意
工

夫
を
し
て
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
節
が
き
ま
し
た
ら
、
エ
リ
ア
に
関

係
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
、
北
九
州
支
部
を
盛
り
立
て
て
く
だ
さ
い
。

北
九
州
支
部
雑
感

北九州支部支部長
森山　鉄之助

(昭和 29 年卒 ) 
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